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かつての国府に思いを馳せて　これから創る未来を想う（写真／石岡駅上空から見た西口方面の様子）
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令和４年度予算、
議会はどう見た？

予算特別委員会 [３月７日～３月１０日]

主な事業内容と予算額

■新たな情報発信ツールＬＩＮＥの導入 ２１７万８千円

■いばらきフラワーパークを核とした
周辺観光の振興

２,０５１万７千円

円千８万４２２,４億５業事備整辺周駅岡石■

■高浜駅周辺まちづくり検討調査事業 ３４６万５千円

■買い物支援実証事業（移動スーパー） ２００万円

円万０００,１億１２業事備整ルネント曽上■

円千８万９７５業事策対療医域地■

円千７万０６２,３億８備整の境環設施校学■

■産業プロモーションの推進 １,８６０万６千円

■キャッシュレス決済ポイント還元事業 ３,６７９万４千円

円千９万７７４業事備整設施化文合複■

令和４年度一般会計予算

総額 ３５２億６,０００万円
（前年度比 ＋２４億８,０００万円）
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複合
施設

複合文化施設整備事業
複合文化施設に関係する事業者選定等のサポートのための「事業者選定等アド
バイザリー委託料」３４６万５千円などを計上

問 事業者選定等アドバイザリー委託料の具体的
な内容は？ 問 令和３年度予算のＰＰＰアドバイザリー委託

料を、事業の遅れで未着手のまま繰り越すと
いうことだが、令和７年度供用開始というス
ケジュールへの影響は？

問 複合文化施設整備の基本計画がまだできてい
ないが、事業手法の選定にも関わるのか？

問
ＰＰＰアドバイザリー委託と事業者選定等ア
ドバイザリー委託に重複する部分はないの
か？一括で委託できないのか？

答
事業者選定過程全般の諸手続や技術的な支
援、法的な部分も併せて検討していくための
サポートを委託することを想定。 答

基本計画案に関する議会説明、市民説明会等
の後、サウンディング調査等を行い、実際の
建設に至るスケジュール等についてもきちん
と整理していきたい。

基本計画案がまとまった段階で、２つの業務
委託で一部重複するような部分
について、きちんと精査してい
きたい。

答

現在検討中の基本計画案の内容に基づき、今
後決まっていく事業手法や導入機能の内容に
応じ、アドバイザリー業務の範囲が変わって
くると考える。担当としては、最終的な基本
計画案に応じた仕様内容については見直しも
あり得ると考えている。

答

予算特別委員会

　新年度の当初予算案を詳しく審議するために、
全議員が委員となり設置されるのが「予算特別
委員会」です。
　１～３日目は、各常任委員会（総務企画・文
教厚生・産業建設）が所管する部分について１
日ずつ審査が行われ、最終日となる４日目には、
政策的判断を要する部分などを問う総括審査と
採決が行われます。委員会の審査結果は、定例
会最終日に本会議で報告された後、議会として
「可決」「否決」等の意思決定が行われます。
　各委員の質問の持ち時間は、各日１人当たり
30 分。限られた時間の中で、疑問点を市執行部
にぶつけます。
　委員会で質問が多かった主な事業を、Ｑ＆Ａ
形式でまとめました。

質問者数

３人
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駅周辺

情報
発信学校

石岡駅
周辺整備事業
５億４, ２２４万８千円
を計上

戦略的
情報発信経費
情報発信ツール導入委託料
１１７万７千円などを計上

南小学校長寿命
化改良事業
令和４年度～５年度
２か年の継続費を計上

問 西口駅前広場整備工事４億９, ９９０万円
の内訳は？

問 情報発信ツール導入委託料の内容は？問 工事の概要は？

問 西口交流施設駐車場新設工事の費用につい
て、これまでの常任委員会では約２億円と
いう説明だった。委員会への報告・協議も
なしに、２億円以上も増えているのはどう
いうことか。

問 令和４年度の戦略的情報発信経費の使用目
的、達成目標の設定項目は？

問 グラウンド改修については、以前八郷中学
校で失敗し、設計をやり直した経過がある
ので、慎重を期していただきたい。

答 西口交差点の改良及び共同溝改修工事�
３, ７００万円、西口交流施設駐車場新設
工事４億６, １３２万９千円、かんばん横
丁待合所の改修工事１５７万１千円となっ
ている。

答 石岡市ＬＩＮＥ公式アカウント運用ツール
の導入委託料。各種メニューなどが画面下
部に表示されるような機能を使うためのシ
ステム構築費用が含まれる。

答 校舎及び体育館の長寿命化改良工事のほ
か、グラウンド改修工事を行う。また、令
和６年４月の統合に向け、教職員等が増え
る見込みのため、教職員等の駐車場の整備、
送り迎え用の来客用の駐車場の整備、バス
通学になることからバスの回転場も整備し
ていく。

答 国への交付金申請に当たり、概算事業費を
約２億円と算出したが、その後の基本設計
で令和２年１２月に今回の事業費が
判明していた。すぐに報告・協議す
べきだったと反省している。

答 これまではホームページの閲覧数などを指
標として設定していたが、新たな基本計画
の中では、ユーチューブのいしおか動画
チャンネルの登録者数や、ツイッターの
フォロワー数を増加させるなどの新たな指
標、目標の設定などを行っている。

答 今回の南小学校グラウンド改修について
は、八郷中学校グラウンドをやり直したと
きと同じ工法を用いる。随時常任委
員会へ報告していきたい。

質問者数

２人

質問者数

３人

質問者数

２人

歳入
財政推計（試算）
不足する財源に対し
財政調整基金等を繰入れ

問 財政調整基金だけでなく、減債基金の取り
崩しを行う理由は？

問 財政推計は、市の財政状況が非常に厳しい
ことを示していると思うが、これを踏まえ
て、何か対応を検討しているか？

答 令和３年度の国の補正予算で、臨時財政対
策債償還基金費分として普通交付税の追加
交付があった。これを減債基金に積み立て
た上で、令和４年度の臨時財政対策債の償
還財源として繰入れを行いたいと考えてい
る。

答 当市は、歳入を国からの交付税等で賄わな
ければ財政が成り立たない状況。国の状況
により大分左右されるところも大きく、そ
ちらを特に注視していかなければな
らないと考えている。

質問者数

２人

すべての質問を網羅した、予算特別委員会の録画映像はこちら
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◆

◆
第２回臨時会 [ ２月３日 ]
第１回定例会
 [ ２月２２日～３月１７日 ]

第
２
回
臨
時
会　

補
正
予

算
な
ど
３
議
案
可
決

　

第
２
回
臨
時
会
で
は
、
市
長
か
ら
補

正
予
算
２
件
と
土
地
の
取
得
議
案
１
件

の
、
計
３
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
10
号
）
は
、
６
４
７
万
９
０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

３
５
９
億
２
１
１
万
円
と
す
る
も
の

で
、
歳
出
の
内
容
と
し
て
は
、
総
務
費

に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少

し
た
や
さ
と
温
泉
ゆ
り
の
郷
の
指
定
管

理
者
に
対
し
、
運
営
安
定
化
の
た
め
の

支
援
金
を
給
付
す
る
経
費
６
４
７
万 

９
０
０
０
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
石
岡
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
11
号
）
は
、
５
１
８
８
万 

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
３
５
９
億
５
３
９
９
万 

７
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
歳
出
の

主
な
内
容
と
し
て
は
、
民
生
費
に
お
い

て
、
県
の
補
助
事
業
に
基
づ
き
、
低
所

得
の
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る
生
活
支

援
特
別
給
付
金
を
支
給
す
る
た
め
の
経

費
と
し
て
、
低
所
得
ひ
と
り
親
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
給
付
事
業

５
１
８
８
万
７
０
０
０
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

土
地
の
取
得
議
案
は
、
国
指
定
史
跡

「
瓦
塚
窯
跡
」
公
有
地
化
事
業
と
し
て

土
地
を
取
得
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
石

岡
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及

び
財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
３
議
案
は
、
質
疑
、
討
論
の

後
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

第
１
回
定
例
会　

令
和
４

年
度
予
算
の
審
議

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
令
和
４
年
度

各
会
計
予
算
や
、
石
岡
市
基
本
構
想
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
石
岡
市
入
札

監
視
委
員
会
条
例
の
制
定
な
ど
、
市
長

か
ら
39
件
の
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、
令
和
４
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
、
迅
速
か
つ

効
果
的
な
施
策
や
支
援
を
展
開
し
、
ま

た
、
新
し
い
石
岡
市
総
合
計
画
で
定
め

る
『
誰
も
が
輝
く
未
来
へ　

共
に
創
る

石
岡
市
』
を
目
指
す
た
め
の
予
算
編
成

を
行
っ
た
」と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
令
和
４
年
度
各
会
計
予

算
を
詳
し
く
審
議
す
る
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
て
４
日
間
に
わ
た

り
審
査
を
行
い
ま
し
た
（
詳
細
は
２
～

３
ペ
ー
ジ
）。

　

定
例
会
最
終
日
に
予
算
特
別
委
員
長

か
ら
「
い
ず
れ
も
原
案
可
決
す
べ
き
も

の
」
と
の
審
査
結
果
と
あ
わ
せ
、
附
帯

決
議
と
し
て
、
複
合
文
化
施
設
整
備
事

業
に
お
け
る
事
業
者
選
定
等
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
委
託
料
に
つ
い
て
、
真
に
必
要

で
あ
る
事
業
委
託
の
み
を
行
う
こ
と

や
、
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る

西
口
駅
前
広
場
整
備
工
事
に
つ
い
て
、

大
幅
に
事
業
費
が
増
額
さ
れ
た
内
容
の

必
要
性
及
び
正
当
性
を
精
査
し
、
議
会

へ
随
時
詳
細
説
明
を
行
う
こ
と
を
強
く

求
め
る
と
の
意
見
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。

　

予
算
特
別
委
員
長
の
報
告
を
受
け
、

討
論
の
後
、
採
決
を
行
っ
た
結
果
、
令

和
４
年
度
各
会
計
予
算
は
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。



補正予算の主な事業と予算額

■施設管理運営経費
指定管理施設運営安定化
支援金

６４７万９千円

■低所得ひとり親世帯生活支援特別給付金給付事
業

５,１８８万７千円

■過誤納還付金（国・県負担金精算に伴う返還等) １億４,８０９万９千円

■消防費：職員等人件費（未支給となっていた消
防職員の特殊勤務手当を遡及して支給）

２１５万円

■たんぽぽ基金費（令和３年１２月に匿名で寄附
された２００万円を基金に積立て）

２００万円
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令
和
４
年
度
予
算
以
外
の

主
な
議
案
の
概
要

　

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
12
号
）
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

４
億
１
７
２
６
万
８
０
０
０
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
３
６
３
億�

７
１
２
６
万
５
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
、
事
業
費
の
確
定
等
に
よ
り
財
源
調

整
が
必
要
な
経
費
、
後
年
度
の
財
政
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
の
基
金
の
調
整
の

た
め
の
経
費
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

議
案
「
石
岡
市
基
本
構
想
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
令
和
４
年
度
か

ら
令
和
13
年
度
ま
で
の
10
年
間
を
計
画

期
間
と
す
る
新
た
な
石
岡
市
基
本
構
想

を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

石
岡
市
入
札
監
視
委
員
会
条
例
の
制

定
は
、
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等
の

入
札
及
び
契
約
の
手
続
に
お
け
る
公
平

性
の
確
保
並
び
に
客
観
性
及
び
透
明
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
石
岡
市
入
札
監

視
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

　

石
岡
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
は
、
特
殊
勤
務

手
当
の
う
ち
、
消
防
職
に
係
る
夜
間
特

殊
業
務
に
従
事
す
る
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
の
見
直
し
に
よ
り
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

　

石
岡
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課

方
式
を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
地
方
税

法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
未
就
学
児
の

被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
措
置
を
講

ず
る
ほ
か
、
市
独
自
に
よ
る
20
歳
未
満

の
者
の
被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
免
措

置
を
講
ず
る
も
の
で
す
。

　

石
岡
市
基
金
条
例
の
一
部
改
正
は
、

令
和
３
年
12
月
に
市
内
在
住
の
匿
名
の

方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
２
０
０
万
円
の
寄

附
金
の
活
用
に
向
け
、
生
活
困
窮
者
に

対
す
る
生
活
支
援
等
の
費
用
に
充
て
る

た
め
の
「
石
岡
市
た
ん
ぽ
ぽ
基
金
」
を

新
た
に
設
置
す
る
も
の
で
す
。
条
例
改

正
と
併
せ
、
石
岡
市
た
ん
ぽ
ぽ
基
金
に

２
０
０
万
円
を
積
み
立
て
る
補
正
予
算

も
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
を
非
難
す
る
決
議

を
可
決

　

一
般
質
問
初
日
で
あ
る
３
月
１
日
の

冒
頭
に
、
議
会
運
営
委
員
長
か
ら
「
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難

し
、
政
府
に
断
固
た
る
対
応
を
求
め
る

決
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致
で

可
決
し
ま
し
た
（
詳
細
は
８
ペ
ー
ジ
）。

児
童
館
を
廃
止
す
る
条
例

改
正
案
の
撤
回

　

石
岡
市
児
童
厚
生
施
設
条
例
の
一
部

改
正
は
、
令
和
３
年
12
月
９
日
か
ら
休

館
し
て
い
る
石
岡
市
立
児
童
館
を
廃
止

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
条
例
改
正
案
に
対
し
、
一
般
質

問
や
議
案
質
疑
に
お
い
て
、
複
数
の
議

員
か
ら
疑
問
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
の
審
査
を
控
え
た
３

月
９
日
、
市
長
か
ら
議
長
に
対
し
、
条

例
改
正
案
の
撤
回
の
申
し
出
が
あ
り
、

常
任
委
員
会
で
の
撤
回
の
承
認
を
経

て
、
定
例
会
最
終
日
に
、
議
会
と
し
て

撤
回
を
承
認
し
ま
し
た
（
詳
細
は
６

ペ
ー
ジ
）。

定
例
会
最
終
日　

撤
回
議

案
を
除
く
す
べ
て
の
市
長

提
出
案
件
を
可
決　

　

今
回
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
等

は
、
撤
回
議
案
及
び
最
終
日
に
追
加
提

出
さ
れ
た
人
事
案
件
（
人
権
擁
護
委
員

の
推
薦
）
を
除
き
各
委
員
会
に
付
託
し

て
審
査
を
行
い
、
最
終
日
に
採
決
を

行
っ
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。　
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撤回 市長が、議会に提出した「児童館を廃止する条例改正案」を撤回
市長「本会議での質疑や、利用者の方々の声を重く受け止める」

　２月２２日、第１回定例会開会日に市長から提出された議案「石岡市児童厚生施設条例の一部を改正する
条例を制定することについて」は、石岡市府中にある児童厚生施設、石岡市立児童館（以下「児童館」）を
廃止するものです。
　児童をはじめとした地域住民に親しまれている児童館の建物は、昭和３８年度に建築され、築５９年が経
過しています。
　令和３年度、市執行部は、これまで行っていなかった児童館の建物の耐震診断を実施。令和３年１２月８
日に受託業者から示された速報値が「倒壊の危険性が高い」とされるものだったため、利用者の安全確保の
ため翌１２月９日から休館することを決定しました。令和４年１月に示された確定値も同様の結果でした。
　なお、これまで児童館で実施していた講座などは、府中地区公民館へ場所を移し行われています。

　今回提出された児童館を廃止する条例改正案につ
いて、複数の議員から、一般質問や議案質疑におい
て数々の疑問や意見が出されました。

●�結論を出すのが拙速だ。県からの意見を基に条例
改正案を出したということだが、市民の声は聞い
ているのか？

●�整備に向けて検討中の複合文化施設へ児童館機能
を移転すると執行部は発言しているが、複合文化
施設はまだ基本計画も完成しておらず、議会でも
十分に審議されていない段階。それを決定したか
のような発言をすることはあまりにも乱暴で、到
底市民の理解を得られるものではない

●��今回の条例改正案を撤回し、現在地での建て替え
を十分に検討してほしい

　常任委員会（文教厚生委員会）の審査を２日後に
控えた３月９日、市長から議長に対し、条例改正案
の撤回の申し出がありました。
　申し出を受け、翌３月１０日に急きょ開催された
議会運営委員会で、市長は、「本会議での質疑や利
用者の方々の声を重く受け止める。児童館の在り方
については、議会や市民の方々の声を十分に聞く機
会を設けていきながら、市民の皆様にとって一番良
いと思われる方向性を見いだしていきたい」と述べ
ました。
　３月１１日に開催された文教厚生委員会では、副
市長に出席を求め、改めて撤回について説明を受け
た上で、撤回を承認。３月１７日の定例会最終日の
冒頭、議案の撤回を全会一致で承認しました。

第１回定例会

（正面から） (側面から)
▲休館中の石岡市立児童館（所在地：石岡市府中五丁目７番 33 号）の様子
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職員
手当 消防職員の特殊勤務手当

未支給の手当を遡及して支払うための補正予算、特殊勤務手当の条例改正案を審議

第１回定例会

補正
予算

「ゆりの郷」指定管理者
への支援
運営安定化支援金６４７万９千円

第２回臨時会

問 今回の支援金の算出根拠は？

答 令和３年４月から令和３年１１月までの入館
料等の収入から入湯税相当額と人件費、固定
費を差し引いたもの。今回は、以前の補正予
算の残額と合わせ、合計２, ８２６万１千円
を支援する。

問 市内の一般事業者も大変な中、市の公の施設
の管理をお願いしている事業者だけに助成を
することでいいのか。

答 今後も市内の事業者の事業継続を市としても
支えていかなければならない。事業者
からの声を聞き、支援策に取り組む。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により収入
が減少した「やさと温泉ゆりの郷」の指定管理者に
対し、運営安定化のための支援金を給付するもの。
令和３年第４回臨時会（令和３年４月２８日）に提
出された補正予算にも、支援金３, ８０９万６千円
が計上されていた。

基本
構想 石岡市基本構想

今後１０年間のまちづくりの指針

第１回定例会

問 基本構想、総合計画は市の「最上位計画」と
いう位置づけだと思うが、これを条例で定め
ていない理由は？

答 長年更新されてきた総合計画策定の経緯か
ら、その存在が認知されているものと考える。
条例での規定については、その必要性を含め
今後の課題としたい。

問 「市民が計画づくりに参加した」とあるが、
実行していくのは職員と書いてある。それで
は、市長の言う「オール石岡」ではないので
はないか？

答
市民ワークショップなどの様々な場での意見
を反映した。市民と行政が目標を共有し、一
体となりまちづくりを進める指針と
なる計画が策定できたものと考える。

　石岡市の将来構想「石岡かがやきビジョン」の計
画期間が令和３年度で終了するに当たり、新たに令
和４年度～令和１３年度を計画期間とする「石岡市
基本構想」を策定するもの。

問 条例改正の理由は？

答 条例どおりでない不適切な支給があったこと
を受け、消防職に係る特殊勤務手当の在り方
及び支給要件について、早急に関係部局と見
直しを図り、夜間特殊勤務の手当について協
議検討したもの。

問 夜間特殊業務の手当をなくすのはなぜか？

答 県内消防本部の支給状況を鑑み、消防業務の
性質上、特殊勤務手当の性質に当てはまるか
どうかという議論をした上で、補正予算の上
程と併せて、令和４年度当初から見直
すべきであると判断した。

　令和３年１０月の決算特別委員会で判明した、消防職員の特殊勤務手当が、条例に定められたとおりに支払
われていなかった問題。
　第１回定例会で、過去２年間の未支給分を職員に支払うための経費として、２１５万円が計上されました。
　また、消防職員の特殊勤務手当について、支給要件を改正する条例案が併せて提出されました。

問 特殊勤務手当２１５万円を補正予算で提出し
た理由と算出根拠は？

答 決算特別委員会の指摘の後、支給状況に関す
る文書が保存されている過去５年６か月分に
ついて早急に調査を行った。日夜、消防業務
に従事している職員には、本来支給されるべ
き手当が未支給となってしまったことに対し
大変申し訳なく思うところだが、算出した資
料を基に関係部局と協議した結果、遡及期間
を令和３年９月請求分から令和元年１０月請
求分までの２年間とし、この２年間の遡及に
係る未支給額２１５万円を補正予算案として
提出した。

補正予算 条例改正
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入札
監視

入札監視委員会の新設
委員会設置のための条例を新たに
制定

第１回定例会

問 委員となる学識経験者の選考方法は？

答 公正中立の立場である者を選任する必要があ
る。他自治体の例では、公募による地域住民
代表を委員としている例もあるが、指名によ
る選考が多数となっていることや、公平性・透
明性を考慮し、指名による選考を考えている。

問 条文に、市長の諮問に応じて調査審議すると
の記載がある。諮問がなければ調査できない
というのは問題があるのでは？

答 定期的に担当から委員へ資料提供をする予
定。ご指摘の件については、委員会の運営の
要領の中で取り決めしていきたい。

　市が発注する建設工事等の入札及び契約の手続の
運用状況や入札参加資格の設定方法等について調査
審議するため、「石岡市入札監視委員会」を新たに
設置するもの。

健康
保険

国民健康保険税条例の改正
賦課方式の変更、均等割額の軽減
措置

第１回定例会

問 賦課方式を２方式へ変更する理由は？

答 茨城県が掲げる将来的な保険料水準の統一の
ためには、賦課方式を県内で同一とする必要
があることに加え、現行方式の不公平感を解
消するため。

問 今回の改正で、国民健康保険税が増額・減額
となる世帯の割合は？

答 令和３年度のデータを基に試算した結果は、
増額となる世帯が２０. ９％、減額と
なる世帯が７８. ５％、増減なしの世
帯が０. ６％となっている。

　国民健康保険税の賦課方式を現行の４方式（所得
割・資産割・均等割・平等割）から２方式（所得
割・均等割）へ変更するとともに、地方税法の改正
に伴う未就学児の均等割額の減額措置のほか、市独
自に２０歳未満の者の均等割額の減免措置を講じる
もの。

決議 ロシアによるウクライナ侵攻を非難する決議を可決
ロシアの軍事行動を強く非難し、政府にロシア軍の完全撤退を要求するよう求める

第１回定例会

　ロシアによるウクライナ侵攻を非難し、
　政府に断固たる対応を求める決議（全文）

　今回のロシアによるウクライナ侵攻は、国際
秩序に対する重大な挑戦であり、暴力によって
主権国家の存立を脅かそうとする暴挙である。
さらに、この侵攻においては、軍事施設への攻
撃のみならず、民間人の死傷者も複数出ている
との報道もあり、在留邦人の安全確保の観点か
らも決して看過することはできない。
　我われ石岡市議会は、今回の侵攻によって平
和な生活を打ち破られ、避難を強いられ、また
必死に抗戦をしているウクライナの方々に心を
寄せ、今回のロシアの軍事行動を強く非難する
とともに、日本政府に対しては、国際社会と歩
調を合わせたロシアへの強力な制裁措置の実施
及び在留邦人の安全確保に全力を挙げつつ、ウ
クライナからのロシア軍の完全撤退を断固とし
て要求するよう強く求めるものである。
　以上、決議する。

　２月２４日に始まった、ロシアによるウクライナ
への侵攻。
　連日、民間人への被害などが報道される中、市議
会では、３月１日に急きょ議会運営委員会を開催し、
「ロシアによるウクライナ侵攻を非難し、政府に断
固たる対応を求める決議案」の提出について協議。
その後、同日に開かれた本会議に提出された決議案
を、全会一致で可決しました。

　議長の発案により、「ロシアのウクライナ侵攻に
よって平和な生活を打ち破られ、避難を強いられて
いるウクライナの人々へ心を寄せるとともに、人道
的支援に役立ててほしい」と、議員全員が拠出した
寄附金計２１万円を、３月２８日にウクライナ大使
館へ寄附しました。

�人道的支援として、議員全員で拠出した
２１万円をウクライナ大使館へ寄附



■賛否が分かれたもの（賛成多数で可決）
※「○」は賛成、「●」は反対、「－」は退席等
※議長は、採決に加わりません。

≪会議の欠席状況≫ ２/３ 本会議 岡野孝雄 ３/４ 本会議 徳増千尋 ３/４ 予算特別委員会 徳増千尋・池田正文
３/１０ 予算特別委員会 徳増千尋

議員名

案件名

令和３年度石岡市一般会計補正予算（第10号） ● ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ●

○○○○算予計会般一市岡石度年４和令 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度石岡市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度石岡市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度石岡市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石岡市職員の給与に関する条例等の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

石岡市国民健康保険税条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

■全会一致で可決

第１回定例会

石岡市、かすみがうら市、行方市、小美玉市及び茨城町
における公の施設の広域利用に関する条例の制定

石岡市入札監視委員会条例の制定

石岡市個人情報保護条例の一部改正

石岡市職員の育児休業等に関する条例の一部改正

石岡市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正

石岡市基金条例の一部改正

石岡市国民健康保険条例の一部改正

石岡市農業振興地域整備促進協議会条例の一部改正

石岡市消防団条例の一部改正

人事
人権擁護委員の候補者の推薦
（友部和明氏、木﨑早苗氏、川井正紀氏、冨田英次氏）

石岡市基本構想を定めること

公の施設の広域利用に関する協議

損害賠償額の決定及び損害賠償請求に関する和解
（地籍調査時の水道管破損に係るもの）

市道の廃止（中戸地内）

市道の変更（中戸地内）

ロシアによるウクライナ侵攻を非難し、政府に断固たる
対応を求める決議

石岡市議会委員会条例の一部改正
（産業建設委員会の所管事項（部の名称）の変更）

第２回臨時会

予算 令和３年度石岡市一般会計補正予算(第11号)

その他 土地の取得（国指定史跡瓦塚窯跡公有地化事業）

第１回定例会

令和４年度石岡市駐車場特別会計予算

令和４年度石岡市霊園事業特別会計予算

令和４年度石岡市介護サービス事業特別会計予算

令和４年度石岡市水道事業会計予算

令和４年度石岡市公共下水道事業会計予算

令和４年度石岡市農業集落排水事業会計予算

令和３年度石岡市一般会計補正予算(第12号)

令和３年度石岡市国民健康保険特別会計補正予算（第２
号）

令和３年度石岡市駐車場特別会計補正予算（第１号）

令和３年度石岡市介護保険特別会計補正予算（第３号）

令和３年度石岡市介護サービス事業特別会計補正予算
（第２号）

令和３年度石岡市後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）

令和３年度石岡市公共下水道事業会計補正予算（第２号）

令和３年度石岡市農業集落排水事業会計補正予算(第２号）

議案の審議結果

議案の審議結果

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行
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代表質問
[２月２８日]

質問会派
（所属人数）

所属議員 質問者 質問項目 頁

しほうかい

紫峰会
（６名）

岡野 孝男（代表）

池田 正文
令和４年度 市政運営に関する所信
と施策概要

11

池田 正文

関口 忠男

村上 泰道

谷田川 泰

飯村 一夫

せきしょうかい

石翔会
（３名）

川井 幸一（代表）

櫻井 茂 令和４年度 市長の所信と施策概要櫻井 茂

新田 茜

じみん こうめい

自民・公明
クラブ
（３名）

菱沼 和幸（代表）

岡野 孝雄
令和４年度 市政運営に関する所信
と施策概要

玉造 由美

岡野 孝雄

せいうん

青雲
（３名）

鈴木 康仁（代表）

鈴木 康仁
令和４年度 市政運営に関する所信
と施策概要

12

髙野 要

徳増 千尋

れいわ かい

令和の会
（３名）

山本 進（代表）

山本 進 市政運営に関する所信と施策概要鈴木 行雄

勝村 孝行

市政に関する調査研究などの議会活動を
共同で行う「会派」を代表する議員が、次
年度に向けて示された市長の所信表明の内
容を直接問いただす代表質問。
所属議員３人以上の会派が質問すること

ができます。

（注）会派及び所属議員の構成は、代表質問実施（令和４年２月２８日）時点のものです。

市長に聞く！

市長が、就任した後の直近の定例会や、新年度の予算を審議する第１回定例会
などで、今後の市政運営に関して表明するのが、「市政運営に関する所信」です。
市を取り巻く現状や、今後重点的に取り組んでいく事業をまとめた「リーディン
グプロジェクト」などが市長から示されます。
議員は所信の内容を踏まえて、代表質問や一般質問などの機会を通じて、施策

の詳細な内容や課題、改善策の提言などを、市長をはじめとする執行部にぶつけ、
議論を行います。
今回市長が表明した市政運営に関する所信の全文は市ホームページで閲覧でき

るほか、実際に市長が議会で表明した様子を収めた録画映像も市議会ホームペー
ジから視聴できます。詳しくは、右の二次元コードから。

市長の「市政運営に関する所信」とは？

所信全文

録画映像

代表質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行
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代表質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行
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市
長
は
施
政
方
針

に
お
い
て
、「
共

生
・
共
育
・
共
働
」
の
方

針
の
下
、
引
き
続
き
新
型

コ
ロ
ナ
対
策
は
最
優
先
課

題
で
あ
る
と
強
調
し
て
い

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
対

策
は
あ
く
ま
で
行
政
が
対

応
す
べ
き
問
題
で
あ
っ

て
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
共

生
・
共
育
・
共
働
の
方
針

と
関
係
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
方
針
に
基
づ
く
こ
と

で
、
当
市
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
は
他
自
治
体
と
比
べ

て
何
が
変
わ
っ
た
の
か
伺

い
ま
す
。

ま
た
、
過
日
示
さ
れ
た

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
お
い
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
欄
に

書
い
て
あ
る
の
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
み
で
し
た
が
、

市
長
は
政
治
家
と
し
て
、

新
年
度
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

ど
う
進
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
対

峙
す
る
時
代
だ
か
ら
こ

そ
、
市
民
と
共
に
目
指
す

べ
き
方
向
性
を
認
識
し
、

共
に
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
さ
に
行
政
と
市

民
が
一
体
と
な
り
、
共
に

生
き
、
共
に
育
ち
、
共
に

働
く
、
共
生
・
共
育
・
共

働
の
精
神
で
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

の
対
策
は
ど
こ
の
自
治
体

で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
が
、
私
と
し
て
は
、
全

て
の
人
が
人
を
思
い
助
け

合
お
う
と
す
る
、
ま
さ
に

共
生
・
共
育
・
共
働
の
社

会
を
目
指
す
姿
こ
そ
が
、

私
が
思
う
石
岡
市
の
姿
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
聞
き
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
生
活
が
制
限
さ
れ

て
い
る
全
て
の
世
代
に
焦

点
を
当
て
、
安
心
・
安
全

の
あ
る
生
活
支
援
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
ど

う
進
め
る
の
か

【
質
問
者
】
池
田

正
文

紫
し

峰
ほう

会
かい

動　画

初
め
に
、
市
長
就

任
後
約
２
年
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
を
振
り
返
っ
て
の
総
括

並
び
に
今
後
の
展
望
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

次
に
、
当
市
の
観
光
拠

点
で
あ
る
い
ば
ら
き
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
と
、
そ
れ
に
併
設
す

る
宿
泊
施
設
「
花
や
さ
と

山
」
の
オ
ー
プ
ン
に
つ
い

て
、
効
果
と
し
て
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
ち
、
今
後

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。ま
た
、フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
周
辺
の
観
光
施
設
や
観

光
果
樹
だ
け
で
は
な
く
、

市
全
体
で
横
断
的
な
取
組

を
す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
が
、見
解
を
伺
い
ま
す
。

私
は
市
長
就
任

後
、
市
民
の
声
を

聞
き
、
対
話
を
重
ね
、
目

指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現

の
た
め
地
固
め
を
し
て
き

ま
し
た
。

地
域
の
課
題
を
基
に
総
合

計
画
策
定
に
着
手
し
、
市

民
協
働
の
理
念
の
下
、
一

つ
の
道
筋
を
立
て
た
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

市
職
員
、
議
会
、
市
民
の

皆
様
と
共
有
し
、
将
来
の

石
岡
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

共
に
創
り
、
未
来
へ
と
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

い
ば
ら
き
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
は
、
令
和
３
年
４

月
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
以

来
、
花
や
さ
と
山
と
併
せ

て
滞
在
型
観
光
施
設
の
役

割
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
、

入
園
者
数
も
増
加
傾
向
で

す
。
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を

核
に
、
地
域
の
方
々
や
観

光
施
設
等
に
関
わ
る
方
々

が
手
を
組
み
、
オ
ー
ル
石

岡
で
施
策
を
共
に
展
開
す

る
こ
と
で
、
当
市
の
魅
力

を
発
見
し
感
じ
て
も
ら

い
、
関
係
人
口
増
加
と
地

域
振
興
、
経
済
波
及
効
果

に
つ
な
が
る
取
組
と
し
て

い
き
ま
す
。

市
全
体
で
横
断
的
な
観

光
施
策
の
取
組
を

【
質
問
者
】
岡
野

孝
雄

自
じ

民
みん

・公
こう

明
めい

クラブ

動　画

石
岡
市
総
合
計

画
、
基
本
計
画
に

お
い
て
、
８
つ
の
政
策
目

標
と
は
別
枠
で
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
市
役
所
」
を
位

置
づ
け
て
い
ま
す
が
、
そ

の
理
由
と
狙
い
を
伺
い
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
取
組

に
よ
っ
て
何
を
ど
の
よ
う

に
変
え
実
現
さ
せ
て
い
く

の
か
伺
い
ま
す
。

次
に
、
こ
こ
数
年
、
職

員
の
不
祥
事
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
市
長
は
昨
年

の
代
表
質
問
の
際
、
こ
れ

を
機
に
全
て
の
う
み
を
出

し
切
り
、
風
通
し
の
よ
い

職
場
を
創
出
し
、
や
る
気

の
あ
る
職
員
の
育
成
な
ど

の
環
境
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
と
答
弁
し
ま
し

た
。
こ
の
答
弁
に
込
め
た

思
い
は
、
基
本
計
画
や

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ど
こ
に
位
置
づ
け

し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

環
境
整
備
の
具
体
的
な
手

法
・
取
組
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す

る
市
役
所
」
は
、

こ
れ
か
ら
の
行
財
政
改
革

の
考
え
方
と
し
て
、
少
子

高
齢
化
や
社
会
情
勢
の
変

化
に
即
応
で
き
る
よ
う
、

失
敗
を
恐
れ
ず
、
常
に
改

善
、
改
革
に
取
り
組
む

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
重
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
全
て

の
分
野
を
下
支
え
す
る
政

策
の
柱
と
し
て
お
り
、
こ

れ
に
よ
り
総
合
計
画
、
行

政
財
産
、
人
、
物
、
金
、

実
施
事
業
が
連
動
す
る
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
行
い
ま
す
。

基
本
計
画
で
は
、
職
員

の
意
欲
と
能
力
等
に
見

合
っ
た
適
切
な
人
事
評
価

や
、
公
務
員
と
し
て
の
高

い
倫
理
感
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
な
ど
の
必

要
性
を
課
題
と
し
て
い
ま

す
。
職
場
環
境
の
整
備
や

職
員
研
修
の
充
実
を
図

り
、
強
い
組
織
体
制
を
築

い
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
市

役
所
」
の
狙
い
は

【
質
問
者
】
櫻
井　
　

茂

石
せきしょうかい

翔会

動　画



令和４年４月１日現在の会派構成と所属議員

しほうかい

紫峰会（６名）

岡野 孝男（代表）

れいわ かい

令和の会（３名）

山本 進（代表）

雄行木鈴文正田池

行孝村勝男忠口関

村上 泰道 えるでぃーぴー いしおか

ＬＤＰ・石岡（１名） 石橋 保卓（代表）

谷田川 泰

こっきかい

克己会（１名） 徳増 千尋（代表）飯村 一夫

じみん こうめい

自民・公明クラブ（３名）

菱沼 和幸（代表）

しょううん

祥雲（１名） 鈴木 康仁（代表）玉造 由美

岡野 孝雄
にほんきょうさんとう

日本共産党（１名） 小松 豊正（代表）

せきしょうかい

石翔会（３名）

川井 幸一（代表）

櫻井 茂
みらい

未来（１名） 髙野 　要（代表）
新田 茜

代表質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行
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市
長
は
施
政
方
針

で
、
市
全
体
と
し

て
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
ゼ
ロ
に
す
る
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
表
明

し
て
い
ま
す
。
市
長
は
新

年
度
以
降
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
を

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く

考
え
な
の
か
伺
い
ま
す
。

ま
た
、「
オ
ー
ル
石
岡
」

の
説
明
の
中
で
、
市
民
も

含
め
、
議
会
の
方
々
と
の

意
見
交
換
と
い
う
こ
と
が

出
て
き
て
い
ま
し
た
が
、

前
市
長
の
と
き
と
比
べ
る

と
、
市
長
と
の
距
離
感
を

感
じ
て
お
り
、
議
会
と
意

見
を
交
わ
す
場
が
少
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
意
見

交
換
の
場
を
増
や
し
て
い

た
だ
け
る
の
か
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

政
府
に
よ
る
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
宣
言
を
受
け
、
全
国
の

自
治
体
で
取
組
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。当
市
で
も
、

行
政
が
で
き
る
こ
と
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
自
分
事
と

捉
え
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
結
集
し
、
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
取
組
を
着
実

に
進
め
る
た
め
、
令
和
４

年
度
に
地
域
脱
炭
素
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
議
会
の

た
び
に
意
見
交
換
な
ど
を

し
て
い
た
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で

き
な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
、
一

つ
私
が
考
え
て
い
る
の

は
、
先
ほ
ど
の
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
よ
う

な
、
一
つ
の
目
標
に
対
し

て
の
勉
強
会
を
つ
く
り
、

そ
れ
を
通
し
て
、
市
政
運

営
に
対
す
る
意
見
交
換

を
、
議
会
の
皆
さ
ん
、
あ

る
い
は
職
員
も
交
え
て
進

め
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
の
取
組

【
質
問
者
】
鈴
木

康
仁

青
せい

雲
うん

動　画

令
和
３
年
度
は
、

現
行
の
石
岡
市
総

合
計
画
の
最
終
年
度
で
し

た
。
市
長
は
昨
年
度
、
こ

れ
ま
で
の
10
年
間
に
掲
げ

た
施
策
を
総
点
検
し
、
新

た
な
10
年
に
向
か
っ
て
一

歩
を
踏
み
出
す
と
所
信
表

明
し
ま
し
た
が
、
総
点
検

の
手
法
と
、
そ
こ
か
ら
見

え
て
き
た
新
た
な
課
題
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

市
長
は
、
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
と
繰
り
返
し
言

い
ま
す
が
、
行
政
の
手
が

ま
だ
ま
だ
行
き
届
か
な
い

部
分
が
あ
る
と
感
じ
ま

す
。
孤
立
し
困
窮
し
て
い

る
人
た
ち
な
ど
に
温
か
い

支
援
の
手
を
差
し
伸
べ
、

市
民
に
寄
り
添
っ
た
施
策

に
地
道
に
取
り
組
ん
で
い

け
ば
、
市
民
で
あ
る
こ
と

の
喜
び
を
実
感
し
て
も
ら

え
る
、
市
長
が
言
う
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
も
醸
成

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
が
、
見
解
を
伺

い
ま
す
。

総
点
検
に
つ
い
て

は
、
計
画
に
お
け

る
47
の
基
本
施
策
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
令

和
３
年
度
ま
で
の
市
民
満

足
度
調
査
結
果
を
比
較

し
、
上
昇
・
下
降
し
た
ポ

イ
ン
ト
を
踏
ま
え
て
評
価

を
行
っ
た
結
果
、
順
調
で

あ
る
Ａ
評
価
が
17
％
、
お

お
む
ね
順
調
で
あ
る
Ｂ
評

価
が
78
・７
％
、
遅
れ
て
い

る
Ｃ
評
価
が
４・３
％
で
し

た
。
達
成
し
た
も
の
、
道

半
ば
の
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
次
の
10
年
の
計
画

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

私
自
身
も
、
こ
の
コ
ロ

ナ
禍
の
中
ど
の
よ
う
に
し

た
ら
市
民
の
皆
さ
ん
に
寄

り
添
っ
て
い
け
る
か
、
必

死
に
対
応
し
て
き
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使

い
市
民
の
声
を
聞
き
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
寄
り
添
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

地
道
に
、
市
民
に
寄
り

添
っ
た
施
策
を

【
質
問
者
】
山
本　
　

進

令
れい

和
わ

の会
かい

動　画



紙面の都合上、 で色付けした項

目のみ掲載しています。

※スマホなどで、各議員のページに掲載

している二次元コードから、すべての質

問の録画映像をご覧いただけます。

一般質問
[３月１日～３月３日]

質問者 質問項目 頁

村上 泰道

都市公園・都市計画課管理広
場・その他市街地内公園

14

コロナ禍における学校教育環境

ＪＲ東日本２０２２年３月ダイ
ヤ改正を受けての市の対応

石橋 保卓
つくばエクスプレスの県内延伸

市役所本庁舎の利便性向上

小松 豊正

新型コロナウイルス感染症第６
波の現状と対策

15

複合文化施設建設計画

周辺自治体より遅れている市民
生活改善のための取組

岡野 孝男

石岡保健センターの改築

公立学校で教員不足が生じてい
る状態解消

土砂等による土地の埋立て等

飯村 一夫

長期継続契約を締結することが
できる契約に関する条例

16

地域医療対策事業

合併特例債事業

髙野 要
地域医療計画の見直し

高浜駅周辺整備

質問者 質問項目 頁

谷田川 泰
石岡駅周辺整備の進捗状況

17
つくばエクスプレス延伸の取組

玉造 由美
石岡市の魅力発信

協働のまちづくり

新田 茜

石岡市の児童館

18

生活道路・通学路（府中小学校
前）の整備

鈴木 康仁

市における競争入札

青少年のスポーツ育成及び支援

狭あい道路地内の救急搬送

関口 忠男
ＳＤＧｓ（持続可能な開発目
標）の取組

19

川井 幸一
柿岡商店街の活性化

ハラスメント防止への取組

山本 進 石岡市複合文化施設整備事業

20
櫻井 茂

消防本部の条例違反処理

帯状疱疹ワクチン接種の助成

各議員が、市の行う事業の
内容を問いただしたり、政策
提案をしたりする一般質問。
議員と市執行部との真剣勝

負が繰り広げられます。

一般質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行

13



一般質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行

14

茨
城
県
の
予
算
案

に
、
つ
く
ば
エ
ク

ス
プ
レ
ス
（
Ｔ
Ｘ
）
の
県

内
延
伸
を
目
指
し
て
調
査

費
１
８
０
０
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
筑
波
山
方

面
、
水
戸
方
面
、
土
浦
駅

方
面
、
茨
城
空
港
方
面
の

４
つ
の
ル
ー
ト
の
う
ち
、

当
市
と
し
て
は
、
当
市
を

通
過
し
て
茨
城
空
港
へ
延

伸
を
す
る
と
い
う
ル
ー
ト

が
一
番
理
想
的
な
も
の
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
実
現
の

た
め
に
は
市
内
の
経
済
団

体
や
市
民
、
近
隣
自
治
体

と
連
携
し
、
機
運
の
醸
成

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
非

常
に
大
切
で
す
。そ
こ
で
、

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
今
後

の
計
画
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　

ま
た
、
当
市
が
こ
の
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
前

に
進
ん
で
い
く
考
え
が
あ

る
の
な
ら
ば
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
専
門
の
部
署
を

設
け
る
こ
と
が
、
周
り
の

自
治
体
や
県
に
対
す
る
大

き
な
ア
ピ
ー
ル
に
な
る
と

思
い
ま
す
。
庁
内
に
そ
う

い
っ
た
組
織
を
設
け
る
考

え
が
あ
る
の
か
ど
う
か
伺

い
ま
す
。延

伸
ル
ー
ト
の
選

定
や
そ
の
後
の
費

用
負
担
に
つ
い
て
、
国
へ

の
要
望
も
含
め
て
、
県
や

関
係
自
治
体
と
の
連
携
が

不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。令
和
元
年
７
月
に
は
、

茨
城
空
港
へ
の
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
延
伸
を
目
指

す
９
市
町
で
構
成
さ
れ
る

勉
強
会
に
参
加
し
、
各
首

長
の
延
伸
に
関
す
る
考
え

方
や
、
市
民
の
意
見
・
要

望
を
共
有
し
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｔ
Ｘ
茨
城
空
港
延
伸

議
会
期
成
同
盟
会
と
の
連

携
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
っ
て
勉
強
会
の
開
催

は
現
在
滞
っ
て
い
ま
す

が
、
今
後
、
積
極
的
に
議

論
を
交
わ
せ
る
場
を
設
け

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

庁
内
組
織
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
と

体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
市
長
公
室
政
策
企
画

課
が
そ
の
体
制
を
請
け

負
っ
て
お
り
、
今
後
も
政

策
企
画
課
を
中
心
に
組
織

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

都
市
計
画
課
で
管

理
し
て
い
る
公
園

及
び
緑
地
広
場
は
市
内
に

全
35
か
所
あ
り
、
そ
の
内

ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い

る
公
園
は
全
部
で
10
か
所

で
す
。
ト
イ
レ
が
未
設
置

の
公
園
も
多
く
、
特
に
東

小
学
校
区
は
、
在
籍
児
童

が
市
内
最
多
の
学
校
で
あ

り
な
が
ら
、
学
校
区
内
の

公
園
に
は
ト
イ
レ
が
設
置

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
せ
ん
。
急
き
ょ
の
ト

イ
レ
対
応
の
と
き
に
不
便

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
児

童
の
み
で
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
団
体
か
ら
も
ト
イ
レ
の

設
置
の
要
望
が
上
が
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
利
便
性

が
高
く
、
利
用
す
る
人
が

多
い
公
園
へ
、
ト
イ
レ
の

設
置
を
進
め
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
感
染
症
対
策
の

観
点
か
ら
も
、
こ
う
い
っ

た
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い

い
く
こ
と
が
市
民
の
生
活

環
境
の
向
上
に
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

今
後
の
ト
イ
レ
の
整
備
計

画
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

公
園
は
、
災
害
時

に
一
時
避
難
場
所

と
し
て
も
活
用
さ
れ
ま

す
。
公
共
施
設
内
の
ト
イ

レ
が
使
用
で
き
な
く
な
る

可
能
性
も
あ
る
た
め
、
公

園
の
ト
イ
レ
は
非
常
に
重

要
な
役
割
を
担
う
も
の
と

考
え
ま
す
。
東
小
学
校
区

内
の
公
園
の
う
ち
、
公
共

施
設
と
隣
接
し
て
い
る
都

市
公
園
等
に
つ
い
て
は
、

よ
り
安
全
な
利
用
環
境
を

確
保
し
な
が
ら
、
公
園
内

へ
の
ト
イ
レ
設
置
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延

に
よ
り
、
公
園
等
に
お
い

て
も
感
染
対
策
が
必
要
な

状
況
で
す
。
特
に
ト
イ
レ

は
感
染
す
る
可
能
性
が
高

い
場
所
で
あ
る
た
め
、
十

分
な
感
染
対
策
が
図
ら
れ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。
現
在
は
、
利
用
の
多

い
都
市
公
園
等
に
関
し

て
、
和
式
ト
イ
レ
を
洋
式

ト
イ
レ
に
改
修
す
る
な
ど

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
効
率
的
な
整
備
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

公
園
の
利
便
性
・
利
用
頻
度

を
踏
ま
え
た
ト
イ
レ
の
設
置

を

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
（
Ｔ

Ｘ
）
延
伸
実
現
に
向
け
、
専

門
部
署
の
設
立
を

村
むら

上
かみ

　泰
やす

道
みち

石
いし

橋
ばし

　保
やす

卓
たか

動　画

▲市全体でＴＸ延伸に向け取り組んでいる 動　画



一般質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行

15

令
和
２
年
９
月
定

例
会
の
一
般
質
問

に
お
い
て
、
老
朽
化
し
た

石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
の
改

築
の
必
要
性
を
質
問
し
ま

し
た
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
職
場
環
境
の
改
善

を
図
る
た
め
、
早
期
に
改

築
を
実
現
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
が
、
そ
の
後
の
進

捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
石
岡
と
八
郷
の

保
健
セ
ン
タ
ー
が
統
合
し

た
場
合
、
八
郷
保
健
セ
ン

タ
ー
が
な
く
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、

八
郷
地
区
の
高
齢
者
が
、

遠
く
な
っ
た
新
し
い
保
健

セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
の

は
大
き
な
負
担
に
な
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
人
口
減

少
は
進
む
も
の
の
、
寿
命

が
１
０
０
年
と
言
わ
れ
て

い
る
時
代
で
あ
り
、
一
定

程
度
の
高
齢
者
は
必
ず
存

在
し
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
つ
い
て
も

高
齢
者
に
不
便
の
な
い
よ

う
に
配
慮
が
必
要
か
と
思

い
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い

ま
す
。

令
和
３
年
７
月
か

ら
８
月
に
行
っ
た

保
健
セ
ン
タ
ー
利
用
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
、
健
康

づ
く
り
推
進
協
議
会
の
委

員
か
ら
の
意
見
を
踏
ま

え
、
今
後
の
人
口
推
移
な

ど
を
考
慮
し
て
、
石
岡
、

八
郷
両
保
健
セ
ン
タ
ー
を

統
合
し
て
再
整
備
す
る
と

い
う
方
向
で
検
討
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
設
置
場

所
や
規
模
等
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
度
に
取
り

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

な
お
、
保
健
セ
ン
タ
ー

を
統
合
し
た
場
合
、
特
に

高
齢
者
の
利
便
性
が
低
下

し
な
い
よ
う
、
十
分
配
慮

す
る
こ
と
が
重
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
問
題
の
解

決
策
と
し
て
は
、
八
郷
保

健
セ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
い

る
窓
口
業
務
に
つ
い
て
、

八
郷
総
合
支
所
に
窓
口
を

設
け
て
相
談
員
を
配
置
す

る
と
い
っ
た
方
法
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
健
康
診
断
等

に
つ
い
て
も
、
現
在
の
八

郷
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
物

を
活
用
し
、
各
種
事
業
が

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

複
合
文
化
施
設
は

９
つ
の
施
設
機
能

の
集
約
と
い
う
観
点
で

や
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
１
つ
の
と
こ
ろ
に
集

め
る
の
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
市
民
の
立
場
で
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
ど
う

つ
く
る
か
と
い
う
こ
と
を

基
本
に
据
え
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。

集
約
候
補
の
１
つ
で
あ

る
児
童
館
の
利
用
中
止
に

つ
い
て
は
、
市
民
の
怒
り

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
児
童
館
は
、
周
り
の

住
民
の
目
が
届
く
地
域
の

子
育
て
の
拠
点
で
あ
り
、

大
変
大
き
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
突

然
立
入
禁
止
と
な
り
、
保

護
者
が
安
心
し
て
預
け
ら

れ
る
場
、
子
ど
も
た
ち
の

遊
び
場
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
東
日
本
大

震
災
後
10
年
も
の
期
間
、

耐
震
調
査
等
の
対
応
を
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も

憤
り
を
感
じ
ま
す
。
市
長

は
、
ど
の
よ
う
な
思
い
で

利
用
中
止
と
判
断
し
、
実

際
こ
の
現
場
を
見
て
、
ど

の
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
か
。

児
童
館
の
建
物
に

つ
い
て
は
、
国
の

耐
震
診
断
等
の
義
務
が
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
、
石
岡

市
の
耐
震
改
修
促
進
計
画

に
お
い
て
耐
震
化
の
促
進

に
積
極
的
に
取
り
組
む
中

で
、
昨
年
８
月
３
日
か
ら

耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
昨
年
の
12

月
８
日
に
、
建
物
の
耐
震

に
問
題
が
あ
る
と
い
う
診

断
結
果
が
判
明
し
た
た

め
、
翌
日
の
12
月
９
日
か

ら
休
館
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
府
中
地
区
公
民
館

を
メ
イ
ン
の
代
替
施
設
と

し
て
継
続
し
、
こ
れ
か
ら

の
対
応
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

児
童
館
に
は
、
私
も
何

度
か
足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
児
童
館
の
建
物
を
実

際
に
確
認
し
た
中
で
、
非

常
に
古
い
建
物
で
あ
り
、

耐
震
面
で
も
危
険
な
状
態

だ
と
い
う
こ
と
を
知
り
、

ま
ず
は
子
ど
も
の
安
全
安

心
を
最
優
先
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

で
、
市
長
と
し
て
児
童
館

の
休
館
を
決
心
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

市
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で

児
童
館
の
利
用
中
止
を
判
断

し
た
の
か

石
岡
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

の
今
後

利
用
す
る
高
齢
者

へ
の
配
慮
を

小
こ

松
まつ

豊
とよ

正
まさ

岡
おか

野
の

孝
たか

男
お

動　画

▲�児童館入口には、バリケ
ードと「使用不可」の看
板が設置されている

動　画
▲�石岡保健センター（左）と八郷保健センター（右）。
　両センターを統合する方向で検討が始められている
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高
浜
駅
周
辺
は
こ

の
数
十
年
、
何
の

整
備
も
さ
れ
ず
今
に
至
り

ま
す
。
い
っ
と
き
高
浜
地

区
整
備
構
想
が
あ
り
ま
し

た
が
、結
局
何
も
進
ま
ず
、

何
も
変
わ
ら
ず
、
下
水
道

も
整
備
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
ま
で
高
浜
地
区
の

皆
さ
ん
か
ら
都
市
計
画
税

を
お
預
か
り
し
て
い
ま
す

が
、
み
ん
な
ほ
か
の
地
区

に
使
わ
れ
、
自
分
た
ち
の

高
浜
駅
前
地
区
は
何
も
し

て
も
ら
え
て
い
ま
せ
ん
。

高
浜
地
区
の
皆
さ
ん
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
是
が
非

で
も
駅
前
地
区
の
整
備
を

実
現
し
て
い
た
だ
き
た

い
。高

浜
駅
西
側
は
、
市
街

化
調
整
区
域
、
農
業
振
興

地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
農
業

振
興
地
域
の
問
題
と
い
う

の
が
、
あ
の
場
所
を
あ
の

状
態
の
ま
ま
に
し
て
き
た

最
大
の
原
因
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
、

農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除

外
、
都
市
計
画
の
変
更
を

行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
伺
い
ま
す
。

高
浜
駅
周
辺
地
区

は
重
要
な
拠
点
地

区
で
あ
り
、
今
回
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
高

浜
駅
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

が
大
き
な
課
題
で
、
駅
東

側
の
駅
前
広
場
の
利
便
性

向
上
に
向
け
た
整
備
の
必

要
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
一
方
、
駅
西
側
で
は

国
道
６
号
に
か
け
て
の
道

路
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
り
高
浜
駅

の
利
便
性
は
飛
躍
的
に
向

上
す
る
も
の
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

ご
指
摘
の
と
お
り
、
こ

の
地
区
は
農
業
振
興
地
域

で
あ
り
、
浸
水
区
域
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
駅
と
の
一
体
的
な
活

用
を
図
る
た
め
に
は
、
農

業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

や
浸
水
対
策
の
確
保
、
都

市
計
画
変
更
手
続
な
ど

様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す

が
、
西
側
も
含
め
駅
周
辺

を
一
体
的
な
地
区
と
し
て

捉
え
、
魅
力
的
な
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
検
討
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

石
岡
地
域
医
療
計

画
に
つ
い
て
は
、

令
和
３
年
２
月
に
病
院
の

再
編
統
合
、
公
立
化
に
つ

い
て
見
直
し
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
令

和
３
年
第
１
回
定
例
会
で

採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
石

岡
の
医
療
に
つ
い
て
調
査

を
求
め
る
内
容
で
、
市
民

１
万
５
千
人
以
上
の
署
名

と
と
も
に
提
出
さ
れ
て
お

り
、
地
域
医
療
に
対
す
る

市
民
の
関
心
が
非
常
に
高

い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
拡
大
や
医
師
会
病

院
の
民
間
譲
渡
等
、
地
域

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
の

著
し
い
変
化
の
中
で
、
そ

の
取
組
の
状
況
が
市
民
に

き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
な

い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

こ
で
、
地
域
医
療
に
関
す

る
令
和
３
年
度
の
取
組
と

そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

ま
た
、
産
科
の
開
設
な

ど
難
し
い
課
題
が
残
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
後

の
展
望
に
つ
い
て
も
伺
い

ま
す
。

令
和
３
年
度
の
地

域
医
療
に
関
す
る

取
組
に
つ
い
て
は
、ま
ず
、

現
在
の
地
域
医
療
課
題
へ

の
対
応
と
し
て
、
産
科
・

小
児
科
・
緊
急
診
療
の
３

つ
の
課
題
に
対
す
る
取
組

の
実
施
、
さ
ら
に
将
来
的

な
地
域
医
療
の
在
り
方
の

検
討
と
し
て
、
地
域
医
療

需
要
動
向
調
査
や
地
域
医

療
に
関
わ
る
市
民
ニ
ー
ズ

調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

成
果
に
つ
い
て
は
、
石
岡

第
一
病
院
と
筑
波
大
学
附

属
病
院
の
協
力
に
よ
り
、

令
和
３
年
７
月
か
ら
こ
ど

も
休
日
診
療
を
開
始
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

ち
ら
は
次
年
度
も
継
続
で

き
る
見
込
み
で
す
。

今
後
は
、
実
施
し
た
調

査
結
果
等
を
参
考
に
、
石

岡
地
域
医
療
計
画
を
見
直

す
と
と
も
に
、
近
隣
自
治

体
や
関
係
機
関
等
と
し
っ

か
り
と
連
携
し
な
が
ら
、

地
域
に
必
要
な
医
療
体
制

の
整
備
の
た
め
に
効
果
的

な
対
策
を
検
討
し
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

地
域
医
療
に
関
す
る
令
和
３

年
度
の
取
組
と
今
後
の
展
望

を
問
う

高
浜
駅
前
地
区
の
整
備
を
進

め
、
す
ば
ら
し
い
ま
ち
づ
く

り
を

飯
いい

村
むら

一
かず

夫
お

髙
たか

野
の

要
かなめ

動　画

動　画▲ＪＲ高浜駅前の様子

▲�令和３年７月に開始したこども休日診療（日曜・祝日・年末年始の
小児科救急診療）の実績

月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

開設
日数

４日間 ６日間 ６日間 ５日間 ６日間 ６日間

患者数 ９８人 ６３人 ４３人 ３５人 ５５人 ６０人
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当
市
で
は
、
公
園

里
親
制
度
を
設

け
、
旧
石
岡
市
内
の
都
市

公
園
が
い
つ
も
大
変
よ
く

清
掃
さ
れ
て
お
り
、
す
が

す
が
し
く
感
じ
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
な
公
園
が
制
度

に
該
当
す
る
の
か
、
制
度

の
現
状
を
伺
い
ま
す
。
私

も
年
２
回
の
地
区
ク
リ
ー

ン
作
戦
に
参
加
し
て
お
り

ま
す
が
、残
念
な
こ
と
に
、

翌
日
に
は
空
き
缶
や
ご
み

が
散
乱
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
環
境
美
化
の

観
点
か
ら
、
道
路
際
に
ご

み
が
散
乱
す
る
状
況
を
改

善
す
る
た
め
、
市
は
ど
の

よ
う
な
取
組
を
し
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
都
市
公

園
に
限
ら
ず
、
道
路
や
八

郷
地
域
の
公
園
も
里
親
と

し
て
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
活
躍
で
き
る
の
が
望
ま

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
制
度
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
と
考
え
ま

す
。
既
に
導
入
し
て
い
る

自
治
体
は
多
い
で
す
が
、

制
度
に
対
す
る
市
の
認
識

と
、
導
入
に
つ
い
て
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

公
園
里
親
制
度

は
、市
が
管
理
す

る
公
園
の
美
化
、
保
全
の

た
め
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
、
13
団

体
が
登
録
し
、主
に
都
市

公
園
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ご
み
や
空
き
缶
の
ポ
イ
捨

て
対
策
と
し
て
は
、
環
境

監
視
員
28
名
に
よ
る
市
内

全
域
で
の
監
視
活
動
を
実

施
し
て
い
る
ほ
か
、
年
２

回
の
市
民
清
掃
作
戦
や
環

境
美
化
ク
ラ
ブ
に
よ
る
清

掃
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
提
案
の
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
地
域
の
道

路
な
ど
を
市
民
が
愛
着
を

持
っ
て
清
掃
活
動
を
行
い
、

行
政
が
活
動
を
支
援
す
る

制
度
で
、
環
境
美
化
や
ポ

イ
捨
て
の
防
止
効
果
の
ほ

か
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
強
化
な
ど
も
期
待
さ
れ

ま
す
。
地
域
や
市
民
個
々

の
実
情
に
合
っ
た
、
気
軽

に
安
心
し
て
活
動
が
で
き

る
よ
う
な
制
度
の
仕
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
調
査
を
す
る
よ

う
指
示
し
て
い
き
ま
す
。

私
は
、
石
岡
駅
東

口
か
ら
延
び
る
駅

前
・
東
ノ
辻
線
の
整
備
が

遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
る

様
子
が
な
い
こ
と
か
ら
、

再
三
再
四
こ
の
問
題
を
ぶ

つ
け
て
き
ま
し
た
。
前
回

の
定
例
会
で
、
地
権
者
と

の
交
渉
で
困
難
な
課
題
が

あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

ま
た
、
供
用
開
始
区
間
の

う
ち
一
部
山
林
に
な
っ
て

い
る
部
分
に
つ
い
て
、
現

在
の
取
組
を
伺
い
ま
す
。

　

本
道
路
は
合
併
特
例
債

期
限
の
令
和
７
年
度
に
合

わ
せ
て
整
備
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
今
の
状

況
で
は
達
成
で
き
な
い
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
石
岡
駅
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に

関
し
、
事
業
の
進
捗
が
見

ら
れ
ず
、
完
成
時
期
が
分

か
ら
な
い
と
い
う
声
が
市

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
石
岡
駅
周

辺
整
備
事
業
の
概
要
等
を

示
し
た
看
板
な
ど
を
設
置

し
、
駅
が
こ
う
変
わ
る
ん

だ
と
い
う
こ
と
を
市
民
な

ど
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど
う
か

と
思
い
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

現
在
ま
で
の
路
線

の
整
備
状
況
と
し

て
、
計
画
延
長
１
２
０
０

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
７
０�

５
メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
供

用
開
始
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
令
和
３
年
度

整
備
予
定
の
70
メ
ー
ト
ル

の
区
間
に
お
い
て
は
、
工

事
の
発
注
を
済
ま
せ
、
本

年
６
月
末
で
の
工
事
完
成

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
補

償
物
件
が
あ
る
山
林
は
撤

去
期
限
が
３
月
末
日
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
物
件

撤
去
が
完
了
次
第
、
工
事

の
発
注
準
備
を
進
め
る
予

定
で
す
。

　

用
地
取
得
に
お
い
て

は
、
現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
候
補
地
の
現
地
確
認

が
で
き
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
時
間
を
要
し
て
い

ま
す
。
残
り
の
地
権
者
９

名
と
の
交
渉
に
向
け
、
代

替
候
補
地
の
選
定
等
の
交

渉
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ご
提
案
い
た
だ
い
た
看

板
設
置
は
、
非
常
に
有
効

な
手
段
か
と
思
わ
れ
る
の

で
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
核
と

し
て
駅
前
・
東
ノ
辻
線
の
一

日
も
早
い
完
成
を

道
路
や
公
園
の
里
親
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
す
る

制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

谷
や

田
た

川
がわ

� 泰
やすし

玉
たま

造
づくり

　由
よし

美
み

動　画

動　画▲ＪＲ石岡駅東口から延びる駅前・東ノ辻線
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私
は
青
少
年
育
成

に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
い
と
思
い
ま

す
が
、
石
岡
市
は
ど
の
よ

う
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

以
前
に
各
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
利
用
状
況
を
伺
い
ま

し
た
が
、
利
用
が
少
な
い

施
設
が
多
く
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
そ
う
し
た
施

設
を
廃
止
、
あ
る
い
は
設

備
の
充
実
を
し
て
い
く
よ

う
な
考
え
が
あ
る
の
か
伺

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
子
育
て

世
帯
の
所
得
に
も
影
響
が

あ
り
、
遊
び
盛
り
や
運
動

盛
り
の
子
ど
も
が
外
に
出

ら
れ
な
い
環
境
が
続
い
て

い
る
中
で
、
石
岡
市
が
独

自
に
減
免
措
置
の
分
野
で

支
援
を
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
親

御
さ
ん
が
指
導
員
の
資
格

を
取
る
た
め
の
補
助
金

や
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と

ス
ポ
ー
ツ
団
体
へ
の
施
設

使
用
料
の
減
免
と
い
っ
た

支
援
策
は
、
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

い
ま
す
。青

少
年
を
健
全
に

育
成
す
る
た
め
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康

と
心
身
の
発
展
を
図
り
、

明
る
く
豊
か
な
生
活
に
寄

与
す
る
た
め
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
設
置
し
、
青
少
年

の
ス
ポ
ー
ツ
育
成
を
図
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　

利
用
頻
度
が
著
し
く
少

な
く
な
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
施
設
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
の
意
見
を
尊
重
し
な

が
ら
、
廃
止
や
借
地
返
還

を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

支
援
策
と
し
て
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
を
通

し
て
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ

振
興
及
び
指
導
の
た
め
の

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
施
設
使
用
料
の
減
免

に
つ
い
て
は
令
和
４
年
３

月
31
日
を
も
っ
て
終
了
と

な
り
ま
す
が
、
こ
の
減
免

措
置
を
令
和
４
年
４
月
１

日
以
降
も
継
続
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
調
査
研
究
し
、
前

向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

児
童
館
は
、
幅
広

い
年
齢
層
の
方
の

交
流
が
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
そ
こ
で
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
学
び
成
長
し
て
い

く
場
所
で
し
た
。
地
域
の

交
流
が
減
り
つ
つ
あ
る
中

で
、
非
常
に
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
突
如
と
し
て
閉
鎖

さ
れ
、
効
率
化
、
複
合
化
、

駅
中
心
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
な
ど
を
名
目
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
歴
史
が
寸
断

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
現
在
の

場
所
に
継
続
し
て
児
童
館

を
残
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
い
う
こ
と
を
要
望
し
ま

す
。
昨
年
の
末
に
、
私
の

も
と
に
小
学
生
の
女
の
子

が
３
人
訪
れ
、
児
童
館
を

利
用
し
た
い
と
い
う
純
粋

な
気
持
ち
を
聞
き
ま
し

た
。
児
童
館
の
価
値
は
世

代
を
経
て
も
全
く
変
わ
ら

な
い
こ
と
を
改
め
て
認
識

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
子
ど

も
た
ち
の
声
、
そ
し
て
、

願
い
で
す
。
ど
う
か
そ
れ

が
届
く
こ
と
を
強
く
お
願

い
し
、
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

児
童
館
を
ご
利
用

の
皆
様
に
は
、
急

な
施
設
の
閉
鎖
に
よ
り
ご

不
便
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
こ
と
を
、
こ
の
場
を

お
借
り
し
ま
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

　

児
童
館
の
老
朽
化
に
よ

る
施
設
の
更
新
を
考
え
た

際
、
複
合
文
化
施
設
の
ほ

か
の
機
能
と
一
緒
に
す
る

こ
と
で
、
現
在
よ
り
も
多

く
の
市
民
に
利
用
の
機
会

が
広
が
る
と
考
え
、
既
存

の
場
所
へ
の
建
て
替
え
で

は
な
く
移
転
す
る
と
い
う

方
針
で
考
え
て
い
ま
す
。

三
世
代
交
流
の
場
と
し
て

児
童
館
の
在
り
方
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
認

識
し
て
お
り
、
そ
う
い
っ

た
思
い
を
複
合
文
化
施
設

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

　

今
後
の
跡
地
利
用
に
つ

い
て
は
、
利
用
者
の
皆
様

へ
市
の
方
針
を
説
明
す
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
を
聞

き
な
が
ら
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
今
ま
で
の
よ
う
な
交

流
の
場
と
し
て
生
か
す
方

法
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

児
童
館
を
利
用
す
る
子
ど
も

た
ち
の
声
を
行
政
に

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
育
成
の

た
め
に
も
、
市
独
自
の
減
免

措
置
を
す
る
考
え
は
？

新
にっ

田
た

� 茜
あかね

鈴
すず

木
き

　康
やす

仁
ひと

動　画▲建物前に広がる館庭も使用不可となっている

動　画



一般質問

いしおか市議会だより　第83号
令和４年6月1日　発行

19

郊
外
の
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
出
現

以
来
、
商
店
街
の
多
く
は

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
下
ろ
し
、

非
常
に
寂
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
地
域
の
特
性

を
生
か
し
生
き
残
る
元
気

な
商
店
街
が
あ
る
こ
と
も

事
実
で
す
。
生
き
残
る
商

店
街
の
共
通
点
に
は
「
商

店
街
の
目
的
化
」
が
あ
り

ま
す
が
、
柿
岡
商
店
街
は

様
々
な
店
が
連
続
し
て
通

り
の
両
側
に
あ
り
、
地
元

や
ほ
か
の
地
域
か
ら
も
お

客
さ
ん
を
呼
び
寄
せ
て
い

ま
す
。

　

柿
岡
商
店
街
は
、
仕
掛

け
に
よ
っ
て
は
す
ば
ら
し

い
商
店
街
、
元
気
な
商
店

街
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
商
店
街
に
買
い

物
に
行
く
仕
掛
け
・
政
策

が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
閉
ま

る
前
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
柿
岡
商
店
街
に
は
、

観
光
と
商
業
全
体
を
連
携

さ
せ
る
土
俵
が
あ
り
ま

す
。
今
あ
る
資
源
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ

と
で
新
た
な
柿
岡
商
店
街

を
つ
く
り
上
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

柿
岡
商
店
街
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
店
が

努
力
し
て
い
る
ほ
か
、
オ

レ
ン
ジ
シ
ー
ル
の
取
組
で

商
店
街
と
し
て
も
努
力
し

て
い
る
な
ど
、
多
く
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
秘
め
て
い

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
ポ

イ
ン
ト
還
元
事
業
が
柿
岡

商
店
街
に
お
い
て
も
大
変

好
評
だ
っ
た
と
聞
い
て
お

り
、
令
和
７
年
度
に
は
上

曽
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て

人
の
流
れ
に
も
変
化
が
生

じ
、
新
た
な
需
要
を
取
り

込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

商
店
街
の
声
を
し
っ
か

り
聞
く
と
と
も
に
、
産
業

戦
略
と
し
て
八
郷
商
工
会

と
連
携
を
図
り
、
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
の
活
用
、
商

工
観
光
と
の
連
携
、
ジ
ビ

エ
の
活
用
、
オ
レ
ン
ジ

シ
ー
ル
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
ポ
イ
ン
ト
と
の
連
携
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
取
組
を
通

し
て
柿
岡
商
店
街
の
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

国
は
、
地
方
創
生

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
を
取
り
入
れ
る
こ
と
を

推
奨
し
て
お
り
、
各
自
治

体
に
お
い
て
も
、
ま
ち
づ

く
り
に
そ
の
理
念
を
取
り

入
れ
る
動
き
が
加
速
し
て

い
ま
す
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

活
用
す
る
こ
と
を
推
進
し

て
い
ま
す
が
、
石
岡
市
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
識
、
そ
れ
に

対
す
る
こ
れ
ま
で
の
取
組

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
も
伺
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ

り
、
国
連
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が

定
め
ら
れ
た
２
０
１
５
年

と
は
世
界
情
勢
が
大
き
く

変
わ
り
、
目
標
ま
で
の
道

筋
も
今
後
軌
道
修
正
を
迫

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
市
の
目
指
す

理
想
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念

を
生
か
し
た
市
の
目
指
す

ゴ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

気
候
変
動
や
経
済

格
差
な
ど
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
中
、
そ
の

解
決
策
の
１
つ
と
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
係
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
石
岡
市

に
お
い
て
も
、
人
口
問
題

を
は
じ
め
と
し
て
雇
用
や

教
育
環
境
な
ど
、
多
く
の

分
野
に
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま

で
市
の
総
合
計
画
に
お
い

て
施
策
目
標
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
17
の
ゴ
ー
ル
の
関
連
づ

け
を
行
い
、
市
民
の
皆
様

と
職
員
向
け
に
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

引
き
続
き
事
業
展
開
を
進

め
る
と
と
も
に
、
周
知
啓

発
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
ま
だ
先
行
き
の
見
え

な
い
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、

多
様
な
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
、
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
、
子
ど
も

た
ち
が
未
来
に
夢
を
描
け

る
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

皆
さ
ん
と
共
に
石
岡
市
の

未
来
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取
り
入

れ
た
取
組
に
対
す
る
市
長
の

考
え
は
？

地
域
の
特
性
を
生
か
し
、
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
で
新
た
な

柿
岡
商
店
街
へ

関
せき

口
ぐち

　忠
ただ

男
お

川
かわ

井
い

　幸
こう

一
いち

動　画

▲�キャッシュレス決済ポイ
ント還元事業は、令和４
年度も実施が予定されて
いる（画像は令和３年度
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▲�石岡市総合計画の各施策は、
　�ＳＤＧｓの各ゴールと関連づ

けが行われている
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日
本
人
成
人
の

90
％
以
上
は
、
帯

状
疱
疹
の
原
因
と
な
る
ウ

イ
ル
ス
が
体
内
に
潜
伏
し

て
お
り
、
80
歳
ま
で
に
３

人
に
１
人
が
か
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
頃

に
か
か
っ
た
水
痘
（
水
ぼ

う
そ
う
）
ウ
イ
ル
ス
が
体

の
中
で
長
期
間
潜
伏
感
染

し
、
免
疫
が
低
下
し
た
際

な
ど
に
帯
状
疱
疹
と
し
て

発
症
す
る
と
い
っ
た
要
因

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

厚
生
労
働
省
は
、

２
０
１
６
年
に
乾
燥
弱
毒

生
水
痘
ワ
ク
チ
ン
を
50
歳

以
上
に
限
っ
て
使
用
す
る

こ
と
を
認
め
、
２
０
２
０

年
に
は
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

「
シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
」
の

使
用
を
認
め
て
い
ま
す
。

発
症
率
を
50
％
か
ら
90
％

抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
と

さ
れ
て
お
り
、
予
防
効
果

の
発
揮
に
よ
り
医
療
費
の

削
減
に
も
効
果
が
見
込
め

ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
ワ
ク
チ

ン
接
種
費
用
の
助
成
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
は
、
水

疱
を
伴
う
赤
い
発

疹
が
体
の
左
右
ど
ち
ら
か

に
帯
状
に
出
る
皮
膚
の
疾

患
で
、
強
い
痛
み
を
伴
う

こ
と
が
多
く
、
症
状
は
３

週
間
か
ら
４
週
間
ほ
ど
続

き
ま
す
。
ま
た
、
帯
状
疱

疹
が
現
れ
る
部
位
に
よ
っ

て
、
角
膜
炎
、
顔
面
神
経

麻
痺
、
難
聴
な
ど
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

　

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の

種
類
で
す
が
、
現
在
、
生

ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク

チ
ン
の
２
種
類
の
製
品
が

あ
り
ま
す
。参
考
と
し
て
、

医
療
機
関
の
自
由
診
療
で

は
生
ワ
ク
チ
ン
は
７
千
円

か
ら
１
万
円
程
度
で
、
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
は
２
万
円

か
ら
３
万
円
程
度
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

現
在
、
厚
生
労
働
省
の

厚
生
科
学
審
議
会
に
お
い

て
、
定
期
接
種
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
助
成
に
つ

い
て
は
、
国
の
動
向
を
注

視
し
、
市
と
し
て
対
応
が

可
能
か
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

石
岡
市
複
合
文
化

施
設
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
基
礎
調
査
の

段
階
か
ら
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
よ

う
で
す
が
、
現
在
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　

ま
た
、
予
定
地
や
事
業

手
法
の
選
定
を
め
ぐ
り

様
々
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ

る
中
、
市
民
を
置
き
去
り

に
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
実
態
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
官

民
連
携
事
業
を
前
提
と
し

て
、
民
間
事
業
者
の
作
成

し
た
も
の
を
市
の
基
本
計

画
案
と
し
、
一
方
的
に
押

し
通
し
て
し
ま
う
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
予
定
地
や
事
業
手

法
に
お
い
て
は
、
鹿
島
鉄

道
跡
あ
り
き
、
官
民
連
携

事
業
あ
り
き
の
考
え
を
払

拭
し
、
市
民
の
意
向
を
最

大
限
取
り
入
れ
、
当
市
の

将
来
都
市
像
を
し
っ
か
り

見
据
え
な
が
ら
、
正
し
く

着
実
に
進
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
が
、
見

解
を
伺
い
ま
す
。

現
在
は
、
基
本
計

画
案
の
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
、庁
内
調
整
、

庁
内
決
定
を
経
た
後
、
議

会
へ
の
説
明
、
市
民
へ
の

説
明
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
、
民
間
事
業
者
の

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場

調
査
を
順
次
実
施
し
、
令

和
４
年
度
前
半
を
目
途
に

計
画
案
を
策
定
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

予
定
地
に
つ
い
て
は
、

市
民
へ
の
説
明
会
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
実

施
の
際
の
意
見
も
踏
ま

え
、
検
討
及
び
修
正
を
加

え
な
が
ら
決
定
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
事
業
手
法

に
お
い
て
は
、
事
業
手
法

間
の
比
較
検
討
を
進
め
、

最
も
適
切
と
考
え
ら
れ
る

手
法
を
選
定
し
て
い
き
ま

す
。

　

多
く
の
関
係
者
、
市
民

の
皆
様
の
声
を
聞
き
、
大

切
に
し
な
が
ら
、
利
用
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や
す
い
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設
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く
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方
が
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る
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る
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基
本
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案
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策
定
に
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り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

複
合
文
化
施
設　

市
民
の
意

向
を
十
分
に
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り
入
れ
た
施

設
整
備
を

帯
状
疱
疹
の
発
症
を
抑
制
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
を

山
やま

本
もと

� 進
すすむ

櫻
さくら

井
い

� 茂
しげる

動　画

▲現在認められている帯状疱疹ワクチンの種類と概要

ワクチンの
種類

生ワクチン 不活化ワクチン

接種回数 １回 ２回

予防効果
６０歳以上：６１％
７０歳以上：５５％

５０歳以上：９７.２％
７０歳以上：８９.８％

効果期間 ３年～１１年 少なくとも９年

動　画
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常任委員会の活動
　石岡市議会には３つの常任委員会が置かれており、各委員会は、担当する部門に関する市の業務
内容の調査や、議案と請願・陳情の審査などを行っています。委員会は議会の閉会中も開催してお
り、積極的な議論が交わされています。
　ここでは、最近の委員会において議論された主な内容をご紹介します。

総務企画委員会 消防本部における特殊勤務手当
　令和３年１０月の決算特別委員会において判明した
消防本部における特殊勤務手当の未支給について、当
委員会で調査を進めてきました。
　１２月１３日の委員会では、執行部から、本来全職
員に対し支給する手当を管理職のみに支給していたこ
とや、過去５年間の未支給人数及び金額が示されまし
た。委員からは、現行の特殊勤務手当に関する条例が
曖昧な規定になっているため、整理してもらいたいと
の意見がありました。
　２月２日の委員会では、遡及して支給する期間、人

数、支給額と、条例の見直し案が示され、３月１４日
の委員会では、条例を一部改正する議案を審査しまし
た。委員からは、夜間特殊業務に従事する職員の特殊
勤務手当を廃止することは、日頃頑張ってくれている
職員に報いるという執行部の発言と違うのではないか
という意見や、職員一人一人
に丁寧な説明をする必要が
あるといった意見が出され
ました。

文教厚生委員会 やさと図書館・農村資料室
　令和４年４月１日から八郷総合支所複合施設内に
オープンした「郷の本棚やさと図書館」と「農村資料室」。
当委員会では、その整備状況について定期的に調査を
行ってきました。
　２月１０日開催の委員会では、本棚や図書等の搬入
がおおむね完了し、オープンに向けて準備が進められ
ていたやさと図書館と農村資料室の現地調査を実施し
ました。執行部から、八郷の魅力を発信するコーナー
をはじめとした図書館内の各コーナーの配置や、農村
資料室の企画展示の計画、小学校のふるさと学習での

活用などについて説明を受け、委員からは、図書館内
の棚などの角がとがっている部分について、安全を担
保する観点から修繕したほうがいいのではないかとい
う意見や、農村資料室内にテレ
ビを設置し、展示物の紹介映像
や音声を作成し放映すること
で、理解が深まるのではないか
といった意見が出されました。

▲�郷の本棚やさと図書館と
農村資料室の現地調査

産業建設委員会 石岡駅周辺整備事業
　今後の石岡駅周辺整備事業に関し、３月１５日の委
員会において執行部から、駅東口では都市公園やＢＲ
Ｔ専用駅前広場、西口ではステーションパークや駐車
場、駐輪場、西口交流施設などの整備をはじめ、イベ
ント開催などで約１１億９, ４００万円の費用が見込ま
れることや、財源として国の都市構造再編集中支援事
業交付金などを活用しながら整備を進めていくなどの
説明がありました。また、来年度の複合文化施設整備
事業については、複合文化施設基本計画（案）を踏まえ、
必要な内容を精査し、複数年に分かれている業務を一

つにまとめ、スケジュール短縮に努めるなどの説明を
受けました。
　委員からは、駅周辺整備の事業遂行に当たっての説
明について、適宜・適正な時期に報告を行うことを求
めると同時に、整備後の管理費
についても意見が出され、執行
部からは、今後変更などがあっ
た場合にはいち早く委員会に
報告するなどの答弁がありま
した。 ▲ＢＲＴ駅前専用広場



環境にやさしい植物油インキを使用しています。
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編集後記
　いしおか市議会だより第８３号をお届けいたします。
　令和４年第１回定例会では、市長から総合計画基本構
想等が示されたこともあり、市が進めるまちづくりの方
向性について各会派代表による詳細な質疑が行われまし
た。また、一般質問及び議案質疑、予算特別委員会、常
任委員会でも活発な質疑がされ、法令規則違反行為や議
会への説明不足等を複数指摘しています。加えて、提出
された議案の撤回も行われています。
　これらを、議会のチェック機能が存分に発揮されたと
見るか、執行部の「ゆるみ」が進んでいると見るかは、
今後の市行政に注目する中でご判断いただければと思い
ます。
　そうした議会の様子の一端を、市議会ホームページか
ら録画映像で確認できます。熱い議論の様子を是非ご確
認いただきたいと思います。議会及び議員活動へのご意
見等がございましたら遠慮なくお知らせください。（櫻井）

●議会広報委員会
委員長　関口　忠男� 副委員長　玉造　由美
委　員　石橋　保卓� 委　員　櫻井　　茂
委　員　川井　幸一� 委　員　鈴木　康仁

議会改革

　石岡市議会基本条例（以下「条例」）は、地方自治の根幹としての議会改革を推し進め、市民の負託に
応えるための決意を示した石岡市議会の最高規範です。
　今回、条例第２３条（※）に基づき、条例の目的の達成度や条例見直しの必要性について議会運営委員
会で検証しました。
　平成２６年４月１日の条例施行以
降、議会では数々の取組（右表）を行っ
てきました。これらの取組を踏まえ検
証した結果、「おおむね条例の執行に
努力しており、現時点での議会基本条
例の見直しの必要性は無い」ものと決
定しました。
　今後も、市民の負託に応えるため、
議会改革の取組を進めていきます。

議会改革の取組
～チェック！「議会基本条例」～

月　日 内　　容 場　所 中継

６月 ７日（火）開会日（議案の提案理由説明など） 本会議場 ○

６月１３日（月）一般質問 本会議場 ○

６月１４日（火）一般質問 本会議場 ○

６月１５日（水）一般質問 本会議場 ○

６月１６日（木）議案質疑 本会議場 ○

６月１７日（金）文教厚生委員会 委員会室 ×

６月２０日（月）総務企画委員会 委員会室 ×

６月２１日（火）産業建設委員会 委員会室 ×

６月２２日（水）議会運営委員会 全　　員
協議会室 ×

６月２３日（木）閉会日（議案の採決など） 本会議場 ○

条例に定められた内容に関するこれまでの主な取組

情報共有と市民意見の把握 全員協議会、議会広報委員会の設置・公開
議会報告会の開催

質問及び反問権 質問方式として「一問一答方式」の追加
会派代表質問の導入

議長及び副議長志願者の所信表明 議長・副議長志願者の所信表明の実施
所信表明の議会中継の実施

会派 政務活動費運用基準の制定
収支報告書・領収書のホームページ公開

議員研修の充実強化 議員全員参加による研修会の開催

広報活動の充実 いしおか市議会だよりのリニューアル
インターネット中継・録画中継の導入

第２回定例会の予定

（※）石岡市議会基本条例第２３条
１　議会は、この条例の目的が達成されているか
否かを議会運営委員会等において検証し、その結
果を市民に公表するものとする。（後略）

6

※デジタルブック配信は、発行日からおおむね１週間以内に行っています。
※アプリ本体の利用は無料。ダウンロードや閲覧に必要な通信費は利用者負担となります。

　「いしおか市議会だより」は、紙媒体での配布やホームページへの掲載とあわせ、10 言
語翻訳や音声読み上げ機能を持つ「カタログポケット（カタポケ）」と、県内自治体の広報
紙などが集約された「ibaraki ebooks（イバラキイーブックス）」でデジタルブック配信
しています。スマートフォンやタブレットなどで、ぜひアクセスしてみてください！

▲カタログポケット ▲ ibaraki�ebooks

いしおか市議会だより、
デジタルブック配信中！
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